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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 13日 (2007.6.13)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 化 粧 材 塗 布 具 容 器
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 粉 状 又 は 固 形 化 粧 料 容 器 の 改 良 に 係 わ り ア イ シ ャ ド ウ 、 頬 紅 等 の 化 粧 料 を 塗 布 体
に 付 着 し て 使 用 す る 化 粧 料 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
キ ャ ッ プ と 一 体 化 し 、 キ ャ ッ プ よ り 垂 下 し た 塗 布 棒 の 先 端 に 塗 布 具 を 固 定 し 、 化 粧 料 を 充
填 し た 内 筒 を 、 容 器 本 体 内 に 収 容 し 、 ス プ リ ン グ に よ っ て 容 器 本 体 開 口 孔 側 に 常 時 付 勢 し
て 、 キ ャ ッ プ と 容 器 本 体 の 開 閉 時 に 塗 布 具 が 化 粧 材 に 当 接 し て 塗 布 具 に 一 定 の 化 粧 料 を 付
着 さ せ る 手 段 を と っ た 発 明 は 、 実 用 新 案 公 報 昭 ５ ６ － ２ ２ ８ ０ ８ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 塗 布 具 容 器 は 、 容 器 本 体 内 に ス プ リ ン グ を 配 し て 、 内 筒 を 開 口 孔 に 常 時 弾 発 し て い る
た め 使 用 者 は キ ャ ッ プ を 容 器 本 体 よ り 離 脱 し た 瞬 間 に 前 記 ス プ リ ン グ の 勢 い で キ ャ ッ プ が
推 さ れ た り 、 又 容 器 本 体 が 引 っ 込 ん だ り し て 、 キ ャ ッ プ を 落 と し た り 又 ス プ リ ン グ の 反 動
に 驚 い て 容 器 本 体 を 取 り 落 と し 、 中 身 が あ ふ れ る 事 故 が 考 え ら れ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ を 改 良 し た 容 器 が 、 特 許 第 ３ ２ ０ ２ １ ７ ８ 号 公 報 に 示 さ れ る も の で 、 塗 布 棒 と 、 化 粧
材 が 充 填 さ れ 、 付 勢 さ れ る 容 器 本 体 と の 間 に 係 止 突 起 と 略 く の 字 の 突 起 を 段 階 的 に 設 置 し
て 、 塗 布 体 と キ ャ ッ プ の 離 脱 を 防 止 す る 、 離 脱 防 止 機 構 を 設 け た も の で 、 ス プ リ ン グ の 弾
発 に よ っ て キ ャ ッ プ や 容 器 本 体 に 影 響 を 及 ぼ さ な い 工 夫 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】



又 、 近 年 に お い て は 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ２ ９ ９ ５ ３ 号 公 報 に も 同 様 な 効 果 を 狙 う 発 明 が 開
示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
粉 状 又 は 固 形 化 粧 材 は 、 ア イ シ ャ ド ウ や 頬 紅 な ど に 見 ら れ る 如 く 、 微 粒 子 状 化 粧 材 で あ っ
て 、 塗 布 具 （ チ ッ プ 、 ス ポ ン ジ 等 ） に 付 着 さ せ た あ と に 肌 に 押 し 当 て て 使 用 す る 。 微 粒 子
状 の 保 湿 性 の な い 化 粧 材 は 内 筒 内 に 圧 力 に よ り 充 填 さ れ る が 、 塗 布 具 が 当 接 す る た び に 埃
の よ う に 舞 い 散 り 、 特 許 第 ３ ２ ０ ２ １ ７ ８ 号 公 報 の 第 １ 図 に お け る 容 器 で は 、 略 く の 字 の
間 隙 よ り 化 粧 材 が 散 り 、 又 、 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ２ ９ ９ ５ ３ 号 公 報 で は 、 塗 布 具 自 体 を し ご
く た め 、 微 粒 子 が 落 ち て 散 り 、 結 局 容 器 全 体 を 粉 体 で 汚 し て し ま う 懸 念 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
又 、 あ る 種 の 粉 状 化 粧 材 で は 、 揮 発 成 分 と 一 緒 に 同 化 す る こ と に よ っ て 発 色 性 を 際 だ た せ
る こ と が 出 来 る た め 、 こ の 種 類 の 化 粧 材 に は 、 容 器 の 密 閉 性 が 不 可 欠 な 必 要 事 項 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 昭 ５ ６ － ２ ２ ８ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ３ ２ ０ ２ １ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ２ ９ ９ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 キ ャ ッ プ と 一 体 化 し 、 キ ャ ッ プ よ り 垂 下 し た
塗 布 棒 の 先 端 に 塗 布 具 を 固 定 し 、 化 粧 料 を 充 填 し た 内 筒 を 容 器 本 体 内 に 収 容 し 、 ス プ リ ン
グ に よ っ て 容 器 本 体 開 口 孔 側 に 常 時 付 勢 し て 、 キ ャ ッ プ と 容 器 本 体 の 開 閉 時 に 塗 布 具 が 化
粧 料 に 当 接 し て 塗 布 具 に 化 粧 料 を 付 着 さ せ 、 こ の 化 粧 料 を 肌 に 当 て て 化 粧 を 施 す 化 粧 材 塗
布 具 容 器 で あ っ て 、 キ ャ ッ プ と 容 器 本 体 の 離 脱 時 に は 、 内 筒 を 付 勢 す る ス プ リ ン グ の 影 響
を 受 け な い ば か り か 、 微 粒 子 状 の 化 粧 材 を 漏 ら さ な い 工 夫 が な さ れ 、 容 器 の 密 閉 性 を 高 め
、 揮 発 性 化 粧 材 に も 対 応 可 能 と す る と と も に 、 さ ら に は キ ャ ッ プ に 工 夫 を 加 え 、 棒 状 化 粧
材 を 内 挿 し た カ ー ト リ ッ ジ を 着 脱 自 在 と し 、 塗 布 具 容 器 で あ り な が ら 、 棒 状 化 粧 材 を も 使
用 可 能 と し た 機 能 を 有 す る 化 粧 材 塗 布 具 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 っ て 本 発 明 の 化 粧 材 塗 布 具 容 器 に お い て は 、 容 器 本 体 が 外 筒 と 、
こ の 外 筒 内 に 摺 動 可 能 に 収 容 さ れ た 、 化 粧 材 が 充 填 さ れ た 内 筒 と 、
こ の 内 筒 と 尾 栓 間 に ス プ リ ン グ を 介 挿 し 、 前 記 内 筒 を 常 時 容 器 本 体 開 口 孔 側 に 付 勢 す る と
と も に ；
キ ャ ッ プ の 開 口 孔 側 に 、 先 端 に 塗 布 具 を 固 定 し た 棒 軸 を 垂 下 し て 、 前 記 容 器 本 体 開 口 孔 よ
り 塗 布 具 を 進 入 さ せ 、 化 粧 材 に 当 接 さ せ る 化 粧 材 塗 布 具 容 器 で あ っ て ； 前 記 容 器 本 体 開 口
孔 よ り 、 進 入 可 能 な 棒 軸 の 外 周 に 弾 性 体 を 巻 装 し 、 前 記 容 器 本 体 内 周 面 に 当 接 す る 手 段 を
講 じ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ２ の 発 明 に お い て は 、 キ ャ ッ プ を 容 器 本 体 よ り 離 脱 し た 際 、 前 記 内 筒 が ス プ リ ン グ に よ
っ て 前 進 限 に 至 っ た 後 に 、 前 記 棒 軸 の 外 周 に 巻 装 さ れ た 弾 性 体 は 、 前 記 容 器 本 体 の 内 周 面
に 当 接 す る 手 段 を 講 じ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ３ の 発 明 に お い て は 、 前 記 棒 軸 の 外 周 に 巻 装 さ れ た 弾 性 体 は 、 キ ャ ッ プ を 容 器 本 体 に 螺
合 嵌 着 終 了 時 に 、 前 記 容 器 本 体 内 周 面 に 当 接 す る と と も に 、 尾 栓 の 外 周 に も 弾 性 体 が 巻 装
す る 手 段 を 講 じ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ４ の 発 明 に お い て は 、 容 器 本 体 が 外 筒 と 、 こ の 外 筒 内 に 摺 動 可 能 に 収 容 さ れ た 、 化 粧 材
が 充 填 さ れ た 内 筒 と 、 こ の 内 筒 と 尾 栓 間 に ス プ リ ン グ を 介 挿 し 、 前 記 内 筒 を 常 時 容 器 本 体
開 口 孔 側 に 付 勢 す る と と も に 、 キ ャ ッ プ の 開 口 孔 側 に 、 先 端 に 塗 布 具 を 固 定 し た 棒 軸 を 垂
下 し て 、 前 記 容 器 本 体 開 口 孔 よ り 塗 布 具 を 進 入 さ せ 、 化 粧 材 に 当 接 す る 化 粧 材 塗 布 具 容 器
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で あ っ て ；
前 記 キ ャ ッ プ は 棒 軸 を 垂 下 し た 前 部 開 口 孔 と 、 棒 状 化 粧 材 を 収 容 し た カ ー ト リ ッ ジ が 着 脱
自 在 な 後 部 開 口 孔 を 有 し 、 前 部 開 口 孔 の 内 周 に は 雌 ね じ が 形 成 さ れ 、 前 記 容 器 本 体 の 外 筒
前 部 に 設 け た 雄 ね じ に 螺 合 し て 開 閉 自 在 と す る と と も に 、 後 部 開 口 孔 よ り 装 着 さ れ た カ ー
ト リ ッ ジ と 前 記 キ ャ ッ プ の 回 転 操 作 で 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 内 に 収 容 さ れ た 棒 状 化 粧 材 が 進
退 可 能 と す る 手 段 を 講 じ た も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 化 粧 材 塗 布 具 容 器 は 、 キ ャ ッ プ ３ と 容 器 本 体 ２ よ り 構 成 さ れ 、 キ ャ ッ プ ３ よ り 棒
軸 ４ が 垂 下 さ れ 、 先 端 に 塗 布 具 ５ が 固 着 さ れ 、 容 器 本 体 ２ 内 の 内 筒 ６ に 充 填 さ れ た 化 粧 材
Ａ に 前 記 塗 布 具 ５ が 当 接 す る と と も に 、 内 筒 ６ は ス プ リ ン グ ７ に よ っ て 常 時 容 器 本 体 ２ の
開 口 孔 側 に 付 勢 さ れ る の で 、 キ ャ ッ プ ３ を 容 器 本 体 ２ よ り 抜 き 取 り 、 塗 布 具 ５ で 化 粧 を 施
す 。 又 、 棒 軸 ４ に は 弾 性 体 と し て Ｏ リ ン グ ９ が 巻 装 さ れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 を 図 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す も の で 、 図
１ は 化 粧 材 塗 布 具 容 器 １ の 縦 一 部 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は キ ャ ッ プ ３ を 構 成 す る (Ａ ） キ ャ
ッ プ 外 筒 ３ ０ （ Ｂ ） 棒 軸 ４ （ Ｃ ） 塗 布 具 ５ を 示 す も の で 、 図 ３ は 容 器 本 体 ２ を 構 成 す る （
Ｄ ） 外 筒 ２ ０ （ Ｅ ） 内 筒 ６ （ Ｆ ） ス プ リ ン グ ７ （ Ｇ ） 尾 栓 ８ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ よ り 本 発 明 の 化 粧 材 塗 布 具 容 器 １ は 、 容 器 本 体 ２ と こ の 容 器 本 体 前 部 開 口 孔 ２ １ を 塞
ぐ キ ャ ッ プ ３ よ り な り 、 キ ャ ッ プ 外 筒 ３ ０ よ り 垂 下 し た 棒 軸 ４ の 先 端 に は 塗 布 具 ５ が 固 着
さ れ 、 容 器 本 体 ２ は 外 筒 ２ ０ と 、 こ の 外 筒 ２ ０ 内 に 収 容 さ れ る 内 筒 ６ と 、 内 筒 ６ の 後 端 ６
３ と 尾 栓 ８ の 底 面 ８ ２ の 間 に 介 挿 さ れ る ス プ リ ン グ ７ に よ っ て 、 内 筒 ６ は 常 時 前 部 開 口 孔
２ １ 側 に 付 勢 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 外 筒 ２ ０ 内 径 下 部 に は 縦 溝 ２ ２ が 形 成 さ れ 、 化 粧 材 Ａ を 充 填 さ れ た 内 筒 ６ の 外 周 よ
り 係 合 突 起 ６ ２ を 突 設 し て 、 前 記 縦 溝 ２ ２ に 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
キ ャ ッ プ ３ は 、 キ ャ ッ プ 外 筒 ３ ０ と 棒 軸 ４ と 塗 布 具 ５ よ り 構 成 さ れ 、 キ ャ ッ プ 外 筒 ３ ０ に
は 内 径 上 部 に ロ ー レ ッ ト リ ブ ３ １ と 、 棒 軸 ４ と 固 着 さ れ る 嵌 合 凹 部 ３ ２ と 容 器 本 体 ２ の 外
筒 ２ ０ と の 着 脱 に 使 用 さ れ る 本 体 嵌 合 部 ３ ３ が 配 さ れ る 。  
【 ０ ０ １ ８ 】
棒 軸 ４ の 先 端 腔 部 ４ ４ に は 、 Ｎ Ｂ Ｒ や パ フ で 出 来 た 塗 布 具 ５ が 固 着 さ れ 、 縦 リ ブ ４ １ と 凸
部 ４ ２ で キ ャ ッ プ 外 筒 ３ ０ 内 径 腔 部 ３ ４ に 回 動 不 能 脱 落 不 能 に 確 実 に 固 着 さ れ る 。 又 、 棒
軸 ４ の 中 段 に は 、 Ｏ リ ン グ 溝 ４ ３ が 設 け ら れ 、 こ こ に 弾 性 体 と し て Ｏ リ ン グ が 巻 装 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】

実 施 例 で は 弾 性 体 と し て Ｏ リ ン グ を 使 用 し て い る が 、 Ｏ リ ン グ に 限 ら ず 、 弾 性 を も
っ て 棒 軸 ４ に 巻 装 さ れ る も の で あ れ ば よ い 。 こ の Ｏ リ ン グ の 使 用 効 果 に つ い て は 後 述 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
容 器 本 体 ２ は 、 図 ３ に 示 さ れ る 如 く 、 前 部 開 口 孔 ２ １ と 後 部 開 口 孔 ２ ６ を 備 え た （ Ｄ ） 外
筒 ２ ０ は 、 前 部 外 周 に キ ャ ッ プ ３ と の 着 脱 に 使 用 さ れ る 凸 部 ２ ４ が 設 置 さ れ 、 内 径 に は 内
周 面 ２ ３ と （ Ｅ ） 腔 部 ６ １ に 化 粧 材 Ａ が 充 填 さ れ た 内 筒 ６ の 外 周 よ り 突 設 さ れ た 係 合 突 起
６ ２ が 係 合 す る 縦 溝 ２ ２ が 形 成 さ れ 、 （ Ｆ ） ス プ リ ン グ ７ は 前 端 部 ７ １ が 内 筒 ６ の 後 端 ６
３ に 当 接 し 、 後 端 部 ７ ２ は （ Ｇ ） 尾 栓 ８ の 底 面 ８ ２ に 介 挿 さ れ 、 尾 栓 ８ が 外 筒 ２ ０ の 嵌 合
部 ２ ５ に 嵌 合 部 ８ １ が 嵌 着 し て 、 容 器 本 体 ２ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ の 化 粧 材 塗 布 具 容 器 １ は 、 キ ャ ッ プ ３ は 容 器 本 体 ２ に 嵌 着 し て い る 状 態 を 示 し 、 こ の
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と き 棒 軸 ４ に 巻 装 さ れ て い る Ｏ リ ン グ ９ は 、 容 器 本 体 ２ の 外 筒 ２ ０ の 内 周 面 ２ ３ と 当 接 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
塗 布 具 ５ も 化 粧 材 Ａ に 当 接 し て 、 こ の 状 態 よ り 使 用 者 は キ ャ ッ プ ３ と 容 器 本 体 ２ の 嵌 合 を
解 い て キ ャ ッ プ ３ を 前 方 へ 引 き 抜 く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ は 、 ス プ リ ン グ ７ の 弾 発 に よ っ て 内 筒 ６ の 外 周 に 突 設 さ れ た 係 合 突 起 ６ ２ が 縦 溝 ２ ２
に 沿 っ て 摺 動 し 、 下 向 き 段 部 ２ ２ ａ に 当 接 し た 前 進 限 を 示 し た も の で 、 こ の 前 進 限 で 棒 軸
４ に 巻 装 さ れ た Ｏ リ ン グ ９ は 外 筒 ２ ０ の 内 周 面 ２ ３ に 当 接 し て い る の で 、 使 用 者 は ス プ リ
ン グ ７ の 影 響 を 感 じ る こ と な く キ ャ ッ プ ３ を 容 器 本 体 ２ よ り 離 脱 し 、 塗 布 具 ５ に 付 着 し た
化 粧 材 Ａ で 化 粧 を 施 す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
「 背 景 技 術 」 の 中 で 提 示 し た 特 許 第 ３ ２ ０ ２ １ ７ ８ 号 公 報 や 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ２ ９ ９ ５ ３
号 公 報 に 示 さ れ る も の と 同 様 な 効 果 を 、 棒 軸 ４ に 巻 装 し た Ｏ リ ン グ ９ に よ っ て 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
第 １ 実 施 例 で は 、 こ の Ｏ リ ン グ ９ は 棒 軸 ４ に 巻 装 さ れ て キ ャ ッ プ ３ を 容 器 本 体 ２ に 嵌 着 す
る 開 始 時 よ り 終 了 時 ま で 当 接 し て 摺 動 す る た め 、 化 粧 材 Ａ が 粉 状 に 飛 散 し て も 前 部 開 口 孔
２ １ よ り こ ぼ れ る こ と が な い の で 、 化 粧 材 塗 布 具 容 器 を 清 潔 に 保 つ こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
化 粧 材 Ａ が ペ ー ス ト 状 で あ り 、 特 に 飛 散 す る も の で な い と き は 、 棒 軸 ４ に 巻 装 さ れ る Ｏ リ
ン グ ９ の 位 置 を 内 筒 ６ の 前 進 限 後 の 位 置 に し て 、 キ ャ ッ プ ３ の 嵌 着 時 よ り 離 脱 時 ま で 常 時
当 接 さ せ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
キ ャ ッ プ を 容 器 本 体 よ り 離 脱 し た 際 、 前 記 内 筒 ６ が ス プ リ ン グ ７ に よ っ て 前 進 限 に 至
っ た 後 に 、 弾 性 体 が 容 器 本 体 ２ の 内 周 面 ２ ３ に 当 接 し て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ に 示 す 外 筒 ２ ０ ａ の 内 径 に は 、 ロ ー レ ッ ト 状 内 周 面 ２ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 実
施 例 で は 化 粧 材 Ａ に 当 接 す る 塗 布 具 ５ を 使 用 者 は 自 ら キ ャ ッ プ ３ を 回 動 し て 付 着 さ せ る た
め 、 棒 軸 ４ に 巻 装 さ れ た Ｏ リ ン グ ９ の 内 周 面 ２ ３ ａ と の 当 接 す る 抵 抗 を 少 な く し 、 棒 軸 ４
を 回 動 し や す く す る た め に 、 外 筒 ２ ０ ａ の 内 周 面 を ロ ー レ ッ ト 状 内 周 面 ２ ３ ａ と し た 一 例
を 示 す も の で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ６ ～ 図 ８ ま で は 、 第 ２ 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
第 ２ 実 施 例 の キ ャ ッ プ １ ０ ３ に は 、 図 ７ に 示 す （ Ｈ ） キ ャ ッ プ 外 筒 １ ３ ０ （ Ｉ ） 棒 軸 １ ０
４ （ Ｊ ） 塗 布 具 １ ０ ５ よ り 構 成 さ れ 、 容 器 本 体 １ ０ ２ は 図 ８ に 示 す （ Ｋ ） 外 筒 １ ２ ０ （ Ｌ
） 腔 部 １ ６ １ に 化 粧 材 Ｂ が 充 填 さ れ た 内 筒 １ ０ ６ 、 （ Ｍ ） ス プ リ ン グ １ ０ ７ ,（ Ｎ ） 尾 栓
１ ０ ８ よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
第 ２ 実 施 例 の 化 粧 材 塗 布 具 容 器 １ ０ １ は 、 化 粧 材 Ｂ は 揮 発 性 物 質 を 含 む 、 固 形 状 化 粧 材 を
想 定 し た 、 密 閉 型 の 化 粧 材 塗 布 具 容 器 １ ０ １ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
外 筒 １ ２ ０ の 前 部 は 口 栓 と し て 形 成 さ れ 、 外 周 に 雄 ね じ １ ２ ４ が 配 さ れ 、 こ れ に 螺 合 す る
キ ャ ッ プ 外 筒 １ ３ ０ の 腔 部 １ ３ ４ に は 雌 ね じ １ ３ ３ が 配 さ れ て 、 キ ャ ッ プ １ ０ ３ と 容 器 本
体 １ ０ ２ は 螺 合 に よ っ て 開 閉 さ れ 、 こ の 回 動 が 化 粧 材 Ｂ に 対 し て 塗 布 具 １ ０ ５ が 回 動 し て
付 着 さ せ る 工 夫 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
又 、 容 器 本 体 １ ０ ２ の 尾 栓 １ ０ ８ に も Ｏ リ ン グ １ ０ ９ ａ が 巻 装 さ れ 、 外 筒 １ ２ ０ の 後 部 開
口 孔 １ ２ ６ を 塞 い だ と き に 、 空 気 の 流 通 を 妨 げ る 工 夫 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】

(4) JP 2006-25897 A5 2007.7.26

１

３ ２
で あ る Ｏ リ ン グ ９



図 ６ に 示 す と お り 、 化 粧 材 塗 布 具 容 器 １ ０ １ で 、 キ ャ ッ プ １ ０ ３ は 容 器 本 体 １ ０ ２ に 対 し
て 螺 合 結 合 し て お り 、 キ ャ ッ プ 外 筒 １ ３ ０ に 固 着 さ れ た 棒 軸 １ ０ ４ 先 端 に 固 着 さ れ た 塗 布
具 １ ０ ５ は 、 化 粧 材 Ｂ に 当 接 し て い る 。 ス プ リ ン グ １ ０ ７ は 縮 小 し て 内 筒 １ ０ ６ を 前 部 開
口 孔 １ ２ １ 側 に 弾 発 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
又 、 棒 軸 １ ０ ４ に 巻 装 さ れ た Ｏ リ ン グ １ ０ ９ は 外 筒 １ ２ ０ の 内 周 面 １ ２ ３ に 当 接 し て 、 空
気 の 流 通 を 遮 断 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 状 態 よ り 、 キ ャ ッ プ １ ０ ３ と 容 器 本 体 １ ０ ２ の 螺 合 を 解 い て い く と 、 内 筒 １ ０ ６ の 外
周 の 係 合 突 起 １ ６ ２ は 、 外 筒 １ ２ ０ 内 径 の 縦 溝 １ ２ ２ に 係 合 し て 、 縦 溝 １ ２ ２ に 沿 っ て 、
キ ャ ッ プ １ ０ ３ の 螺 合 解 除 に よ っ て 塗 布 具 １ ０ ５ が 回 動 し な が ら 後 退 す る の に 従 う よ う に
、 ス プ リ ン グ １ ０ ７ の 弾 発 で 前 進 限 ま で 前 進 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の と き 、 塗 布 具 １ ０ ５ に は 充 分 な 化 粧 材 Ｂ が 塗 布 さ れ る 。 内 筒 １ ０ ６ が 前 進 限 ま で 来 て
も 、 棒 軸 １ ０ ４ に 巻 装 さ れ た Ｏ リ ン グ １ ０ ９ は 外 筒 １ ２ ０ の 内 周 面 １ ２ ３ に 当 接 し て い る
の で 、 ス プ リ ン グ の 弾 発 で 、 キ ャ ッ プ １ ０ ３ や 容 器 本 体 １ ０ ２ が 手 か ら 抜 け る こ と
は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
キ ャ ッ プ １ ０ ３ を 容 器 本 体 １ ０ ２ よ り 完 全 に 離 脱 し て 、 塗 布 具 １ ０ ５ に 付 着 し た 化 粧 材 Ｂ
で 化 粧 を 施 し た あ と 、 棒 軸 １ ０ ４ を 容 器 本 体 １ ０ ２ の 前 部 開 口 孔 １ ２ １ よ り 進 入 さ せ 、 キ
ャ ッ プ １ ０ ３ を 容 器 本 体 １ ０ ２ に 螺 合 嵌 着 さ せ る 。 棒 軸 １ ０ ４ を 巻 装 し た Ｏ リ ン グ １ ０ ９
と 尾 栓 １ ０ ８ に 巻 装 し た Ｏ リ ン グ １ ０ ９ ａ で 、 容 器 本 体 １ ０ ２ 内 を 密 閉 状 態 に 保 持 す る こ
と で 、 化 粧 材 Ｂ の 揮 発 を 防 止 す る こ と を 可 能 と し て い る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ９ 及 び 図 １ ０ は 、 第 ３ の 実 施 例 を 示 す 図 で 、 化 粧 材 塗 布 具 容 器 ２ ０ １ の キ ャ ッ プ ２ ０ ３
と 容 器 本 体 ２ ０ ２ と の 関 係 は 、 第 ２ 実 施 例 の 化 粧 材 塗 布 具 容 器 １ ０ １ に 準 ず る も の で あ り
、 化 粧 材 塗 布 具 容 器 １ ０ １ が 密 閉 性 化 粧 材 塗 布 具 容 器 １ ０ １ で あ る の に 対 し 、 化 粧 材 塗 布
具 容 器 ２ ０ １ の 化 粧 材 Ｃ は 、 密 閉 性 を 必 要 と し な い テ ク ス チ ャ ー で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
そ の た め 、 棒 軸 ２ ０ ４ に 巻 装 さ れ た Ｏ リ ン グ ２ ０ ９ は 、 キ ャ ッ プ ２ ０ ３ が 容 器 本 体 ２ ０ ２
に 対 し 、 螺 合 嵌 着 終 了 時 で は 容 器 本 体 ２ ０ ２ の 内 周 面 ２ ２ ３ に 当 接 せ ず 、 又 尾 栓 ２ ０ ８ に
Ｏ リ ン グ は 巻 装 さ れ て い な い 。 キ ャ ッ プ ２ ０ ３ を 容 器 本 体 よ り 離 脱 す る と 、 化 粧 材
Ｃ に 当 接 し て い る 塗 布 具 ２ ０ ５ は 、 回 動 し な が ら 螺 合 離 脱 を 始 め 、 ス プ リ ン グ ２ ０ ７ に 弾
発 さ れ て い る 内 筒 ２ ０ ６ は 、 塗 布 具 ２ ０ ５ の 動 き に 応 じ て 前 進 限 ま で 前 進 し 、 こ の 際 塗 布
具 ２ ０ ５ の 回 動 で 化 粧 材 Ｃ は 適 量 が 塗 布 具 に 付 着 す る 。 内 筒 ２ ０ ６ が 前 進 限 に 至 っ
て も 、 Ｏ リ ン グ ２ ０ ９ が 容 器 本 体 ２ ０ ２ の 内 周 面 ２ ２ ３ に 当 接 す る の で 、 キ ャ ッ プ ２ ０ ３
や 容 器 本 体 ２ ０ ２ が ス プ リ ン グ ２ ０ ７ の 影 響 を 受 け る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
化 粧 材 塗 布 具 容 器 ２ ０ １ は 、 図 １ ０ に 示 す キ ャ ッ プ ２ ０ ３ が 棒 軸 ２ ０ ４ を 垂 下 し た 前 部 開
口 孔 ２ ３ ７ と 、 図 ９ に 示 す カ ー ト リ ッ ジ Ｒ １ が 収 容 可 能 な 腔 部 ２ ３ ９ を 有 す る 後 部 開 口 孔
２ ３ ６ を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。 キ ャ ッ プ ２ ０ ３ 内 径 に は 、 カ ー ト リ ッ ジ Ｒ １ を 回
動 可 能 着 脱 自 在 に 嵌 合 す る 嵌 合 凹 部 ２ ３ ８ が 設 け ら れ 、 又 、 腔 部 ２ ３ ９ の い ず れ か の 部 位
に カ ー ト リ ッ ジ の 基 筒 Ｒ ２ ０ と 同 期 に 回 動 す る 手 段 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ９ に 示 す カ ー ト リ ッ ジ Ｒ １ は 、 先 筒 Ｒ １ ０ に 内 径 に 螺 旋 部 Ｒ ２ ２ を 備 え た 基 筒 Ｒ ２ ０ が
回 動 可 能 に 連 結 さ れ 、 芯 チ ャ ッ ク 部 材 Ｒ ３ ０ が 収 容 さ れ る 。 先 筒 Ｒ １ ０ は 先 端 に 棒 状 化 粧
材 Ｙ が 進 退 す る 先 端 開 口 孔 Ｒ １ １ を 備 え 、 こ の 開 口 孔 と ほ ぼ 同 寸 法 で 貫 通 孔 Ｒ
１ ３ が 穿 設 さ れ 、 こ の 貫 通 孔 Ｒ １ ３ に 沿 っ て 摺 動 溝 Ｒ １ ２ が ４ 溝 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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芯 チ ャ ッ ク 部 材 Ｒ ３ ０ の 先 端 は ４ 片 の 爪 片 Ｒ ３ １ が 前 記 先 筒 Ｒ １ ０ の 摺 動 溝 Ｒ １ ２ に 位 置
し て 、 棒 状 化 粧 材 Ｙ の 尾 部 を 保 持 し て い る 。 爪 片 Ｒ ３ １ よ り 延 設 さ れ る 棒 軸 Ｒ ３ ４ は 凸 条
Ｒ ３ ３ を 形 成 し 、 摺 動 溝 Ｒ １ ２ に 係 合 し て 回 転 止 め 機 構 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
芯 チ ャ ッ ク 部 材 Ｒ ３ ０ の 棒 軸 Ｒ ３ ４ 後 部 は 、 棒 軸 Ｒ ３ ４ よ り 大 径 な 円 筒 部 Ｒ ３ ５ が 形 成 さ
れ 、 こ の 外 周 よ り 穿 節 し た 係 合 突 起 Ｒ ３ ６ が 基 筒 Ｒ ２ ０ の 螺 旋 部 に 螺 合 し て 繰 出 機 構 を 構
成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
カ ー ト リ ッ ジ Ｒ １ は 、 化 粧 材 塗 布 具 容 器 ２ ０ １ の 後 部 開 口 孔 ２ ３ ６ よ り 嵌 入 し 、 基 筒 Ｒ ２
０ 外 周 の 嵌 合 凸 部 Ｒ ２ ７ が 嵌 合 凹 部 ２ ３ ８ に 嵌 合 す る と と も に 、 係 合 リ ブ Ｒ ２ ４ が 同 期 係
合 リ ブ ２ ３ ５ に ス プ ラ イ ン 係 合 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
キ ャ ッ プ ２ ０ ３ と カ ー ト リ ッ ジ Ｒ １ と を 回 動 す る と 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ 内 の 繰 出 機 構
が 働 き 、 棒 状 化 粧 材 Ｙ が 先 筒 Ｒ １ ０ の 先 端 開 口 孔 Ｒ １ １ よ り 進 出 し て 化 粧 を 施 す こ と が 可
能 に な る 。 又 、 逆 に 回 動 す る こ と で 、 カ ー ト リ ッ ジ Ｒ 1内 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
第 ３ 実 施 例 の 化 粧 材 塗 布 具 容 器 ２ ０ １ は 、 キ ャ ッ プ ２ ０ ３ が 後 部 開 口 孔 ２ ３ ６ を 備 え 、 こ
こ に 棒 状 化 粧 材 Ｙ を 収 容 す る カ ー ト リ ッ ジ を 嵌 着 し て 、 カ ー ト リ ッ ジ と キ ャ ッ プ
２ ０ ３ と の 回 動 で 、 カ ー ト リ ッ ジ 内 の 棒 状 化 粧 材 Ｙ を 進 退 さ せ る こ と で 、 種 類 の 違 う
化 粧 材 を 両 軸 に 使 用 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
カ ー ト リ ッ ジ Ｒ １ の 繰 出 機 構 は 、 前 記 繰 出 機 構 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 化 粧 材 塗 布 具
容 器 ２ ０ １ の キ ャ ッ プ ２ ０ ３ の 腔 部 ２ ３ ９ に 収 容 さ れ 、 キ ャ ッ プ ２ ０ ３ と カ ー ト リ ッ ジ

の 回 動 を も っ て 収 容 さ れ る 棒 状 化 粧 材 が 進 退 す る も の で あ れ ば 、 本 発 明 の 範 疇 に 含 ま れ
る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で あ る 化 粧 材 塗 布 具 の 縦 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は キ ャ ッ プ 外 筒 ３ ０ を 、 （ Ｂ ） は 棒 軸 ４ を 、 （ Ｃ ） は 塗 布 具 ５ を 示 し て い
る 。
【 図 ３ 】 （ Ｄ ） は 外 筒 ２ ０ を 、 （ Ｅ ） は 内 筒 ６ を 、 （ Ｆ ） は ス プ リ ン グ ７ を 、 （ Ｇ ） は 尾
栓 ８ を 示 し て い る
【 図 ４ 】 図 １ の 化 粧 塗 布 具 容 器 の キ ャ ッ プ ３ を 取 り 外 し 、 内 筒 ６ が 前 進 限 に 至 っ た 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 外 筒 ２ ０ の 一 例 と し て 示 し た 外 筒 ２ ０ ａ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で あ る 化 粧 材 塗 布 具 容 器 の 縦 一 部 断 面 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 （ Ｈ ） は キ ャ ッ プ 外 筒 １ ３ ０ を 、 （ Ｉ ） は 棒 軸 １ ０ ４ を 、 （ Ｊ ） は 塗 布 具 １ ０ ５
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 （ Ｋ ） は 外 筒 １ ２ ０ を 、 （ Ｌ ） は 内 筒 １ ０ ６ を 、 （ Ｍ ） は ス プ リ ン グ １ ０ ７ を （
Ｎ ） は 尾 栓 １ ０ ８ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 で あ る 化 粧 材 塗 布 具 容 器 の 縦 一 部 断 面 図 で あ る
。
【 図 １ ０ 】 キ ャ ッ プ ２ ０ ３ の 縦 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
１ ・ ・ ・ ・ 化 粧 材 塗 布 具 容 器
２ ・ ・ ・ ・ 容 器 本 体
３ ・ ・ ・ ・ キ ャ ッ プ
４ ・ ・ ・ ・ 棒 軸
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Ｒ １

Ｒ １ Ｒ １
Ｒ １

Ｒ
１

容 器 １

材 １

１ ０ １

２ ０ １



５ ・ ・ ・ ・ 塗 布 具
６ ・ ・ ・ ・ 内 筒
７ ・ ・ ・ ・ ス プ リ ン グ
８ ・ ・ ・ ・ 尾 栓
９ ・ ・ ・ ・ Ｏ リ ン グ
２ ０ ・ ・ ・ 外 筒
２ ０ ａ ・ ・ 外 筒
２ １ ・ ・ ・ 前 部 開 口 孔
２ ２ ・ ・ ・ 縦 溝
２ ２ ａ ・ ・ 下 向 き 段 部
２ ３ ・ ・ ・ 内 周 面
２ ３ ａ ・ ・ ロ ー レ ッ ト 状 内 周 面
２ ４ ・ ・ ・ 凸 部
２ ５ ・ ・ ・ 嵌 合 部
２ ６ ・ ・ ・ 後 部 開 口 孔
３ ０ ・ ・ ・ キ ャ ッ プ 外 筒
３ １ ・ ・ ・ ロ ー レ ッ ト リ ブ
３ ２ ・ ・ ・ 嵌 合 凹 部
３ ３ ・ ・ ・ 本 体 嵌 合 部
３ ４ ・ ・ ・ 腔 部
４ １ ・ ・ ・ 縦 リ ブ
４ ２ ・ ・ ・ 凸 部
４ ３ ・ ・ ・ Ｏ リ ン グ 溝
４ ４ ・ ・ ・ 腔 部
６ １ ・ ・ ・ 腔 部
６ ２ ・ ・ ・ 係 合 突 起
６ ３ ・ ・ ・ 後 端
７ １ ・ ・ ・ 前 端 部
７ ２ ・ ・ ・ 後 端 部
８ １ ・ ・ ・ 嵌 合 部
８ ２ ・ ・ ・ 底 面
１ ０ １ ・ ・ 化 粧 材 塗 布 具 容 器
１ ０ ２ ・ ・ 容 器 本 体
１ ０ ３ ・ ・ キ ャ ッ プ
１ ０ ４ ・ ・ 棒 軸
１ ０ ５ ・ ・ 塗 布 具
１ ０ ６ ・ ・ 内 筒
１ ０ ７ ・ ・ ス プ リ ン グ
１ ０ ８ ・ ・ 尾 栓
１ ０ ９ ・ ・ Ｏ リ ン グ
１ ０ ９ ａ ・ Ｏ リ ン グ
１ ２ ０ ・ ・ 外 筒
１ ２ １ ・ ・ 前 部 開 口 孔
１ ２ ２ ・ ・ 縦 溝
１ ２ ３ ・ ・ 内 周 面
１ ２ ４ ・ ・ 雄 ね じ
１ ２ ５ ・ ・ 嵌 合 部
１ ２ ６ ・ ・ 後 部 開 口 孔
１ ３ ０ ・ ・ キ ャ ッ プ 外 筒
１ ３ １ ・ ・ ロ ー レ ッ ト リ ブ
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１ ３ ３ ・ ・ 雌 ね じ
１ ３ ４ ・ ・ 腔 部
１ ４ １ ・ ・ 縦 リ ブ
１ ４ ２ ・ ・ 凸 部
１ ４ ３ ・ ・ Ｏ リ ン グ 溝
１ ４ ４ ・ ・ 腔 部
１ ６ １ ・ ・ 腔 部
１ ６ ２ ・ ・ 係 合 突 起
１ ６ ３ ・ ・ 後 端
１ ７ １ ・ ・ 前 端 部
１ ７ ２ ・ ・ 後 端 部
１ ８ ２ ・ ・ 底 面
２ ０ １ ・ ・ 化 粧 材 塗 布 具 容 器
２ ０ ２ ・ ・ 容 器 本 体
２ ０ ３ ・ ・ キ ャ ッ プ
２ ０ ４ ・ ・ 棒 軸
２ ０ ５ ・ ・ 塗 布 具
２ ０ ６ ・ ・ 内 筒
２ ０ ７ ・ ・ ス プ リ ン グ
２ ０ ８ ・ ・ 尾 栓
２ ０ ９ ・ ・ Ｏ リ ン グ
２ ２ ３ ・ ・ 内 周 面
２ ２ ４ ・ ・ 雄 ね じ
２ ３ ０ ・ ・ 外 筒
２ ３ １ ・ ・ ロ ー レ ッ ト リ ブ
２ ３ ３ ・ ・ 雌 ね じ
２ ３ ５ ・ ・ 同 期 係 合 リ ブ
２ ３ ６ ・ ・ 後 部 開 口 孔
２ ３ ７ ・ ・ 前 部 開 口 孔
２ ３ ８ ・ ・ 嵌 合 凹 部
２ ３ ９ ・ ・ 腔 部
Ａ ・ ・ ・ ・ 化 粧 材
Ｂ ・ ・ ・ ・ 化 粧 材
Ｃ ・ ・ ・ ・ 化 粧 材
Ｙ ・ ・ ・ ・ 棒 状 化 粧 材
Ｒ １ ・ ・ ・ カ ー ト リ ッ ジ
Ｒ １ ０ ・ ・ 先 筒
Ｒ １ １ ・ ・ 先 端 開 口 孔
Ｒ １ ２ ・ ・ 摺 動 溝
Ｒ １ ３ ・ ・ 貫 通 孔
Ｒ ２ ０ ・ ・ 基 筒
Ｒ ２ ２ ・ ・ 螺 旋 部
Ｒ ２ ４ ・ ・ 係 合 リ ブ
Ｒ ２ ７ ・ ・ 嵌 合 凸 部
Ｒ ３ ０ ・ ・ 芯 チ ャ ッ ク 部 材
Ｒ ３ １ ・ ・ 爪 片
Ｒ ３ ３ ・ ・ 凸 条
Ｒ ３ ４ ・ ・ 棒 軸
Ｒ ３ ５ ・ ・ 円 筒 部
Ｒ ３ ５ ａ ・ ス リ ッ ト

(8) JP 2006-25897 A5 2007.7.26



Ｒ ３ ６ ・ ・ 係 合 突 起
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